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■ 最近の研究紹介 ■■■■■■■■ 

【潜熱蓄熱材を利用した防寒製品の開発】 
近年、地震等の災害が増加していることな

どを受けて、防寒製品の需要が高まっていま
す。このような背景から、繰り返し利用でき、
電気を必要としない、潜熱蓄熱材を用いた防
寒製品の開発を目指しました。 

潜熱蓄熱材とは、物質が相変化や相転移す
る際に外部とやりとりされる潜熱を熱エネル
ギーとして蓄える物質です。代表例としては
パラフィンがあります。パラフィンとは、有
機化合物の一種で、蓄熱密度が高く、相変化
を繰り返しても劣化しない等の特徴がありま
す。 

本研究では、パラフィンを潜熱蓄熱材とし
て使用して保温性部材を作製しました。使用
するパラフィンは、固体液体間における相転
移温度が約 28℃のｎ－オクタデカン（三木理
研工業（株）製：リケンサーモ PCM-18）を選
定しました。また、充填剤として連続気泡構造
のウレタンスポンジを内部に入れることによ
り、パラフィンの凝固後に柔軟性を保ち、融
解後も形状を保つものとしました。この保温
性部材を被覆物に装着して、保温具を作製し
ました。 

保温具の保温及び保冷効果を評価するた
め、保温具を着用した被験者が冬季及び夏季
の環境に設定した恒温恒湿室に入室したとき
の体表面温度を測定しました。その結果、保
温性部材なしの保温具を着用した場合では、
被験者の体表面温度が低下または上昇したの
に対し、保温性部材ありの保温具では、体表
面温度をほぼ一定に保つことができました。 
（企画連携係 平林） 

■ 新規導入機器の紹介 ■■■■■■■ 

【接触冷感試験機】 

（株）Profid 製 PF-QMM-02 
本試験機は、「JIS L 1927 繊維製品の接触

冷感性評価方法」に準拠して、生地に触れた
ときに感じる「冷たい」感覚を数値化して評
価できる試験機です。 

測定試料（生地）に熱板を接触させ、その
瞬間の熱移動量（qmax）を測定します。この
値は、人が生地に触れるときの感覚を想定し
た設定（荷重や接触面積）であるため、人の
感覚に近い冷感を評価することができます。 
qmax 値が大きいほど、瞬間的に多くの熱量が
生地に移動しているため、より「冷たい」と
評価できます。 

従来機器では、測定試料に熱板を接触させ
る等の手動の操作が多かったため、測定者や
操作方法により誤差が生じる、という課題が
ありました。これに対して、本試験機は測定
時の操作の自動化や設定のデジタル化等によ
り、上記課題が解決されています。 

また、測定時には測定試料と熱板の温度差
（ΔT：JIS では ΔT＝10℃）を設定しますが、
測定中に環境温度がわずかに変化した場合で
も、設定した ΔT が正確に維持されるよう熱
板温度を補正する機能を有しています。 

以上から、測定者や操作方法による測定誤
差が生じることなく、信頼性の高いデータ取
得が期待できます。 

猛暑等の現代環境に対応した繊維製品の開
発のため本試験機をご活用いただきたいと思
います。詳細は担当者までご連絡ください。 
（生産技術係 清水） 
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